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第１５即応機動連隊

７・８ 月

主要行事予定
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け
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健 全 精 強
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隊
野
営
訓
練
】

機
動
戦
闘
車
隊
本
部
付
隊
長

１
等
陸
尉

金
澤

祐
治

第
15
即
応
機
動
連
隊
は
５
月
、
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
野
営
訓
練

を
実
施
し
た
。
様
々
な
訓
練
を
通
じ
て
能
力
向
上
を
図
っ
た
。
訓
練
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
は
左
記
の
通
り
。

日

本

原

演

習

場

で

野

営

訓

練

多

彩

な

訓

練

内

容

で

能

力

向

上

を

図

る

。

「
鏡
」

早
い
も
の
で
、
令
和
４
年
８
月
に
本
部
付
隊
長
に
上
番
以
来
、

間
も
な
く
１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
連
隊
広

報
紙
「
お
ゝ
あ
さ
」
へ
の
投
稿
機
会
を
い
た
だ
き
、
記
事
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
「
鏡
」
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
当
然
あ
る

と
思
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
「
鏡
」
を
見
ま

す
。
訓
練
中
に
一
番
「
鏡
」
を
見
る
の
は
、
ド
ー
ラ
ン
を
塗
る
時

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
・
・
・
。

「
鏡
」
を
見
た
時
、
ど
の
様
な
表
情
を
し
て
い
ま
す
か
？
そ
の

状
況
に
よ
り
、
様
々
な
そ
の
瞬
間
の
喜
怒
哀
楽
の
表
情
が
映
る
と

思
い
ま
す
。

私
は
、
「
感
情
が
明
確
に
表
情
に
出
て
、
そ
れ
が
持
続
す
る
」

と
い
う
特
性
（
欠
点
）
が
あ
り
ま
す
。
冷
静
に
な
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
、
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
良
く
聞
く
「
６
秒

ル
ー
ル
」
も
、
実
践
し
ま
す
が
効
果
が
な
か
な
か
出
な
い
こ
と
が

多
か
っ
た
で
す
。

幹
部
任
官
後
は
、
戦
車
・
偵
察
部
隊
、
教
育
隊
及
び
学
校
等
で

勤
務
を
し
ま
し
た
が
、
人
前
に
立
つ
機
会
も
多
く
、
更
に
指
揮
官

等
に
な
る
と
特
に
冷
静
沈
着
さ
が
求
め
ら
れ
、
ど
う
し
た
ら
良
い

か
悩
み
ま
し
た
が
、
「
鏡
」
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
客
観
的
（
第

３
者
）
の
目
線
で
自
分
自
身
を
観
察
で
き
る
こ
と
に
気
付
き
、
努

め
て
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
出
勤
前
・
出
勤
直
後
及
び
課

業
中
の
結
節
時
に
自
分
自
身
の
表
情
が
映
る
物
で
あ
れ
ば
何
で
も
、

例
え
ば
、
待
機
中
で
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
・
携
帯
画

面
や
部
屋
の
窓
で
も
活
用
し
ま
す
。
幸
い
、
付
隊
長
室
の
前
に
は

大
き
な
鏡
が
有
り
よ
く
見
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、

改
め
て
自
分
自
身
の
状
態
に
気
付
き
、
一
呼
吸
置
い
て
、
少
し
で

も
冷
静
に
な
る
こ
と
が
出
来
き
て
い
ま
す
。

日
々
、
常
に
笑
顔
で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
良
い
の

で
す
が
、
人
生
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
も
溜
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、
イ
ラ
イ
ラ
・
不
安
・
後
悔
等
に
よ
り
心
が
モ
ヤ
モ
ヤ
す

る
時
は
、
一
度
「
鏡
」
を
見
て
、
「
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
も
う

一
人
の
自
分
」
を
作
り
、
感
情
を
落
ち
着
か
せ
て
み
る
き
っ
か
け

に
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

と
は
言
え
、
私
自
身
も
意
識
し
な
い
と
す
ぐ
に
感
情
が
溢
れ
出

て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
で
あ
る
と
深
く
認
識

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
「
鏡
」
を
見
て
、
自
分
自
身
を
見
直
し

な
が
ら
、
指
揮
官
と
し
て
「
鑑
」
と
な
れ
る
様
、
職
務
に
更
に
邁

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
81
㎜
迫
撃
砲
射
撃
訓
練
」

大
雨
の
中
で
も
隊
員
は
淡
々
と
訓
練
に
取
り
組
ん
だ
。
緻
密
な
連
携

と
的
確
な
射
撃
技
術
が
求
め
ら
れ
る
こ
の
訓
練
で
困
難
な
環
境
下
で
の

適
応
力
を
鍛
え
た
。

「
16
式
機
動
戦
闘
車
狭
窄
弾
射
撃
」

迅
速
な
移
動
と
射
撃
精
度
の
向
上
を
目
指
し
、
練
度
を
高
め
た
。

「
本
部
管
理
中
隊
機
能
別
訓
練
」

中
距
離
多
目
的
誘
導
弾
の
陣
地
進
入
、
各
種
通
信
手
段
の
操
作

及
び
運
用
、
物
資
の
補
給
、
医
療
な
ど
の
機
能
を
ス
ム
ー
ズ
に
遂

行
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
い
、
連
携
力
と
効
率
性
を
向
上
さ
せ
た
。

「
火
力
支
援
中
隊
陣
地
進
入
訓
練
」

陣
地
進
入
、
陣
地
変
換
の
訓
練
を
実
施
し
た
。
迅
速
か
つ

継
続
的
に
任
務
を
遂
行
す
る
能
力
を
養
っ
た
。

連
隊
は
各
隊
等
の
連
携
強
化
と
個
々
の
隊
員
の
能
力
向
上
を
図
っ
た
。

今
後
も
一
層
の
訓
練
を
積
み
重
ね
、
即
応
力
を
持
つ
部
隊
と
し
て
実
力

を
高
め
て
い
く
。



（２）お ゝ あ さ令和５年５・６月号（第６７５号）

部

外

行

事

支

援

第１４旅団創隊１７周年及び
善通寺駐屯地開設７３周年記念行事

（
写
真
提
供

第
14
旅
団
広
報
）

善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
第
14
旅
団
創
隊
17
周
年
及
び
善
通
寺
駐
屯

地
開
設
73
周
年
記
念
行
事
が
４
月
29
日
に
実
施
さ
れ
た
。

記
念
行
事
で
は
観
閲
式
、
観
閲
行
進
、
音
楽
演
奏
、
模
擬
戦
闘
訓
練

展
示
、
装
備
品
展
示
や
ロ
ー
プ
体
験
等
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ

れ
た
。

連
隊
が
担
任
・
実
施
し
た
模
擬
戦
闘
訓
練
展
示
で
は
Ｆ
Ｈ
70
及
び
16

式
機
動
戦
闘
車
の
空
包
射
撃
な
ど
、
迫
力
あ
る
シ
ー
ン
に
よ
り
、
観
客

を
魅
了
し
大
盛
況
を
得
た
。

こ
の
記
念
行
事
は
３
年
ぶ
り
の
一
般
公
開
と
な
り
、
当
日
は
あ
い
に

く
の
天
候
で
は
あ
っ
た
も
の
の
約
８
０
０
０
人
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

観閲行進 観閲式

観閲行進模擬戦闘訓練展示

連
隊
は
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
５
件
の
部
外
行
事
支
援
を
行
っ
た
。
第
44
回
記
念
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
デ
ー
、
綾
川
マ
ル
シ
ェ
働
く
車
大
集
合
、
防
災
・
安
全
フ
ェ
ア
、
徳
島
ヴ
ォ
ル

テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
、
第
74
回
丸
亀
お
城
ま
つ
り
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
装
備
品
展
示
を
実
施
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
連
隊
の
装
備
す
る
車
両
等
が
公
開
さ
れ
、
防

災
活
動
や
自
衛
隊
の
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

普
段
目
に
し
な
い
自
衛
隊

車
両
や
装
備
品
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
隊
員
と
地

域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
た
。

第４４回記念フレンドシップデー（米岩国基地） 綾川マルシェ働く車大集合（綾川町）

徳島ヴォルティスホームゲームイベント（鳴門市） 第74回丸亀お城まつり（丸亀市）防災・安全フェア（石井町）



お ゝ あ さ （３）令和５年５・６月号（第６７５号）

令 和 ５ 年 度 自 衛 官 候 補 生 課 程

連
隊
は
、
令
和
５
年
４
月
９
日
、
53
名
の
自
衛
官
候
補
生
（
以

下
自
侯
生
）
の
入
隊
式
を
善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
挙
行
し
た
。

入
隊
式
に
お
い
て
連
隊
長
は
「
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の
中
、

国
を
護
る
と
い
う
崇
高
な
使
命
を
担
う
自
衛
官
と
し
て
の
道
を
選

択
し
、
入
隊
を
決
意
し
た
諸
官
に
対
し
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す

る
」
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

６
月
下
旬
の
修
了
に
向
け
、
約
３
ケ
月
間
、
自
衛
官
と
し
て
必

要
な
教
育
訓
練
に
専
念
し
、
自
衛
隊
の
規
則
、
礼
式
や
基
本
的
な

技
能
等
を
学
ん
で
い
く
。

１０ｋｍ行進

入隊式

空
包
射
撃

防護マスク装着訓練１０ｋｍ行進 記念日行事観閲行進

TwitterFacebook

入
隊
式
の
様
子
を
第
14
旅
団
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
を
活
用
し
配
信
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

＃
第
15
即
応
機
動
連
隊

＃
自
衛
官
候
補
生
で
検
索


